	I.O.O
	A.O.M
	G.O.M

	
	
	


北病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　　２月　　８日　（木）

司会　市島　正江　　　記録　熊野　真希子
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・身だしなみ自己チェック表（２回目）が配布されています。期間は２月１０日（土）～２０日（火）までです。２０日（火）に回収となりますので、記入後はスタッフファイルに専用の封筒をはさめて用意していますので、そこへ入れるようお願いします。用紙は各自スタッフファイルに入れてあります。

・詰所内の感染性医療廃棄ＢＯＸより悪臭が出ている為、明日２月９日（金）の定期採血終了後、廃棄するようお願いします。

・記録管理担当スタッフより～受け持ち担当患者様のカルテチェック（１月分）を２月１０日（土）までに行って下さい。その後、担当スタッフが最終確認します。

・明日２月９日（金）15：00～４階ユーティリティーホールにて食事サービス委員会

が開催されます。北病棟からは加藤ＣＷが出席予定です。次回は３月９日（金）、番

地ＣＷが出席予定です。

・病棟内キッチンの引き出し修理を依頼していましたが、本日修理完了となっています。

・２月９日（金）～３月３０日（金）までの期間、弘前ホスピタリティーアカデミーより１名実習に来る予定です。受け持ち担当患者様を加賀谷芙美子様としていますので、情報提供等、協力をお願いします。

・３月１６日（金）、監査が入ります。貼られている処方箋と記載が一致しているか、貼り間違いがないか等に注意し、カルテチェックを行って下さい。

・２月１６日（金）、夜間を想定した防災訓練を予定しています。出火場所は東病棟喫煙室です。詳しい内容は企画書記載となっていますので、病棟へあがってきた際、確認して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・村上　幸子様～２月２５日（日）退院予定であり、退院後の初外来受診日が３月２１０日（土）10：00～に決定しています。本人は自宅から当院までバスを利用し受診すると話されていますが、具体的に停留所・乗車時刻等について問うも答えられずにいます。もし受診予約時間を過ぎるようであれば、早目に連絡し時間変更するよう説明してはいますが、本人の反応がはっきりとしたものではありません。ご家族へ上記の内容を話し、再度来院方法を検討して頂く必要がありますので、面会時はご家族と関わりを持つよう、お願いします。

・大下　良悦様～昨日夕食後薬より、スタッフ管理としています。スタッフ管理になり、本人は「楽でいいです。」と話されていますが、退院を目標とするのであれば現状のままではいけない事伝えています。次回問診時までの１週間、服薬時の一連の流れを確認し、ミスがない様であれば主治医へ情報提供し服薬自己管理を再導入する予定です。投薬の業務についたスタッフは確認をお願いします。また、服薬に限らず日課でも集中力に欠けている事があり、理解力の乏しさが見られている為、日課等の説明をする際は言葉だけでの説明ではなく、それに併せて一緒に行動化してもらう事が必要かと思われます。常に、「自分は今、何をやっているのか」という事を認識し、それについて的確な処理をし行動化出来るように意識する事を心掛けて頂く為、声掛け、介入していきましょう。

＜皮膚科診察報告＞

・大下　良悦様、日向端　庸男様～両足底ベンチ腫の軽減見られない為、処置継続となっています。来週水曜日（２月１４日）、皮膚科処置についたスタッフはスピール膏の貼付をお願いします。

※スピール膏の効果が出ていない事があり、皮膚科診察時、野沢Dr.より指摘を受けま

した。スピール膏を貼る際は、皮膚に浮かせて貼るのではなく、皮膚ときちんと密

着させて貼るようにして下さい。

・田野端　忠夫様～下腹部の発赤軽減されている為、デキサメゾン２Ｔ→１Ｔへ減薬されており、１×１　２日分、２月９日（金）朝食後～２月１０日（土）朝食後まで飲み切止めとなっています。以後、タベジール２Ｔ　２×１　朝夕、２月１１日（日）朝食後～２月１５日（金）夕食後まで処方されています。以前より患部を衣類のゴムで締め付けてしまい、悪化させているのではと意見が出ていましたが、いまだ改善案の実施がされていません。肥満傾向にある事も締め付けを強め、湿疹の悪化を招いた原因の一つと考えられますので、受け持ち担当スタッフは下着の確認をし、必要であれば買い変えて行きましょう。

＜転入＞

・伊藤　義彦様～本日、療養環境変更目的にて、西病棟Ｂユニットより北病棟へ転入されています。

【主治医】田名部Dr　　　【居室】401号室　　【食事形態】常食　　

【ＳＳＴ】Ｃグループ　　【リハプロ】Ｂグループ

【買い物】毎週金曜日　　【入院形態】医療保護入院

【小遣い】明日16時に3000円（2月分）医事課スタッフが渡すように手続き済み。明日、ライターが無い為買い物を促してください。（主治医に確認必要）

　　　　　3月分からの小遣いはご家族に連絡をとり金額設定と入金方法を確認してください。

【担当スタッフ】　荒木田Ns 鶴ヶ崎ｃｗ

　　　　　

転入直後、他の患者様より「北病棟に行けば病状が悪化すると聞かされた。」と話され、表情険しく不安感訴えられています。昼食後、レストランより病棟へ戻られる際迷われ、他部署スタッフより病棟へ送ってもらう事があり、慣れるまでは他患者様と一緒に病棟へ戻る事を伝えています。以後分からない事はスタッフへ聞いてこられるようになり、不安の表情も消失しています。日課も分からない事は他患者様へ聞かれ徐々に程よく交流出来ています。

以前、自殺企図、悲観的発言が聞かれていましたが、自ら訴えてくる事が少ない方の為、スタッフ側よりコミュニケーションを図る事が必要です。

日課・各プログラムへの参加状況は良好であり、今後に向けて外出泊訓練（月２回）の指示が主治医よりありますが、ご家族の都合がつきにくく、なかなか行えずにいます。また、スタッフには訴えないものの、ご家族の面会時には、「神様が降りて来る」等の発言ある為、面会終了後は情報提供して頂くよう関わりを持つ事が必要と思われます。

　　　　　　　　


































